
 異常時における通行規制区間図

通行止め装置

富士見峠（廃止）
区間長 L=4.9㎞
規制値 200㎜

逢坂（規制区間短縮）
区間長 L=2.5㎞
　　　　　→L=1.7km
規制値 250㎜

谷稲葉（廃止）
区間長 L=3.7㎞
規制値 250㎜

須走（廃止）
区間長 L=4.3㎞
規制値 250㎜

小山
区間長 L=6.2㎞
規制値 250㎜

箱根
区間長 L=3.7㎞
規制値 250㎜

路線別管轄出張所　凡例
　赤：静清国道維持出張所
　橙：沼津国道維持出張所
　青：富士国道維持出張所



至 名古屋

至 東京

谷稲葉通行規制区間 L=3.7km

高強度ネット工、ロックボルト工、クラック補修完了高強度ネット工、ロックボルト工、クラック補修完了

H18年度 H19年度
H12H12年度年度 H13H13年度年度

法枠工完了法枠工完了

点検結果：老朽化した吹付工点検結果：老朽化した吹付工点検結果：法面の崩壊点検結果：法面の崩壊

【廃止】国道１号 谷稲葉 通行規制区間

当該箇所

逢坂通行規制区間 L=2.5km

区間短縮 L=0.8km

至 甲府市

宍原地区

至 静岡市

H12年度

H12年度

【部分解除】国道５２号 逢坂 通行規制区間



S052Y011
点検結果：擁壁にクラック、盛土土砂の流出点検結果：擁壁にクラック、盛土土砂の流出

至 御殿場市

至 富士吉田市

フトンカゴ工完了フトンカゴ工完了

須走通行規制区間 L=4.3km

【廃止】国道１３８号 須走 通行規制区間

当該箇所

至 甲府市

至 静岡市

点検結果：ガリー侵食が存在点検結果：ガリー侵食が存在 点検結果：土砂流出あり点検結果：土砂流出あり

擁壁工擁壁工++落石防護柵工完了落石防護柵工完了 谷止工完了谷止工完了

H19H19年度年度

宍原地区

富士見峠通行規制区間 L=4.9km

【廃止】国道５２号 富士見峠 通行規制区間

H19年度H17年度 H12年度



宍原宍原
人口約人口約800800人人
約約300300世帯世帯

宍原地区孤立！
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宍原宍原
人口約人口約800800人人
約約300300世帯世帯

宍原地区孤立！宍原地区孤立！
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事業の効果（国道52号）
●●異常気象時に孤立する集落及び工業団地を解消異常気象時に孤立する集落及び工業団地を解消

雨量通行規制の通行止めゲート

防災点検箇所

凡 例

廃 止

1.7㎞に短縮

短縮区間 工業団地工業団地

雨量規制区間の廃止及び短縮により雨量規制区間の廃止及び短縮により
◇◇清水区宍原地区の孤立解消清水区宍原地区の孤立解消
◇◇工業団地への安定した物流の確保が可能工業団地への安定した物流の確保が可能

雨量規制の解除

雨量規制による通行止め

清水工業団地では物流
停止・職員が帰宅不能

宍原地区の孤立

清水工業団地は安定した物流を供給
可能・職員も安心して帰宅可能

宍原地区の孤立解消

宍原地区
孤立解消！

国道５２号の逢坂～富士見峠区間には、異常気象時における道路通行規制区間が２ヶ所あり、
大雨の時などに規制された場合、宍原地区（約８００人、約３００世帯）が孤立し、清水工業団地に
ついても規制区間の中にあるため、物流の停止や職員が帰宅不能になるなどの問題が発生して
いました。このため、規制区間において防災対策工事を行った結果、このたび規制区間を解除・短
縮することができ、地区の孤立解消や物流の確保等が可能となります。
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